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株主の皆さまへ

　株主の皆さまには、平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、当連結会計年度のわが国経済は、政府主導の経済政策により、景気は緩やかな回復基調が
続いてきたものの、海外経済の減速による景気の下振れリスクが顕在化するなど、先行き不透明な
状況で推移いたしました。
　このような情勢のなか、当社では沿線への旅客誘致に積極的に取り組んだほか、不動産業の一層の
拡充に注力しました。また、山陽百貨店では、売場リニューアルを通じて他店との差別化をはかり、
収益拡大に努めました。
　この結果、当連結会計年度の営業収益は48,267百万円、営業利益は3,624百万円、経常利益は
3,608百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は1,849百万円となりました。また、当期の期末配当
は 1株につき2.5円とし、中間配当とあわせた年間配当は 1株につき 5円とさせていただきました。
これもひとえに株主の皆さまの日頃のご支援、ご協力の賜と厚くお礼を申しあげる次第でございます。
　今後の見通しにつきましては、企業業績や雇用環境に改善の動きがみられたものの、少子高齢化の
進行や海外経済の下振れリスクが懸念されるなど、当社グループを取り巻く環境は依然として厳しい
状況が続くと思われます。
　このような情勢に対処するため、2018年度までの中期経営計画の 4つの基本戦略である「各事業の
連携強化による企業価値および沿線価値の向上」「新たな需要への積極的な取り組み」「非鉄道事業
分野での収益基盤の着実な拡充」「安全・安心の確立とサービス向上に必要な設備投資の実施」に
基づき、各種施策に取り組んでまいります。
　運輸業のうち鉄道事業におきましては、世界文化遺産・姫路城をはじめ、須磨・明石エリアなど、
沿線観光地の魅力を国内に限らず広くPRすべく、さらなる情報発信に注力するほか、「阪神・山陽
シーサイド 1 dayチケット」や「HIMEJI TOURIST PASS」などの各種企画乗車券の販売強化を通じて、

一層の収益拡大をはかります。設備面におきましては、3000系車両の代替となる省電力型の6000系
車両の増備や踏切障害物検知装置とATS（自動列車停止装置）を連動させるための工事等を進め、
安全性のさらなる向上に努めてまいります。また、明石川～林崎松江海岸駅間での第 2期明石市内
連続立体交差事業につきましては、高架下の有効利用も含めて地域の活性化に貢献できるよう取り組んで
まいります。
　流通業におきましては、姫路駅前での大型商業施設等の展開が進むことにより、賑わいの高まりと
同時に店舗間の競争がさらに激化するなか、山陽百貨店では、引き続き婦人服・婦人雑貨売場の
リモデルに着手するなど、商品力の一層の強化をはかり、姫路地域での絶対的な地位を確立してまいり
ます。
　不動産業のうち分譲事業におきましては、姫路市中心部で「エスコート姫路 ザ・レジデンス」の
建設・販売を進めるほか、沿線での戸建分譲事業に取り組むなど、これまで培ってきたノウハウを
活かし、事業拡大に注力いたします。賃貸事業では、神戸市垂水区小束山地区で商業施設の誘致や
賃貸マンションの建設を進めるなど、保有土地の有効活用に積極的に取り組むとともに、新たな収益
不動産の取得を通じて、事業基盤をより強固なものとしてまいります。
　レジャー・サービス業およびその他の事業におきましては、雄大な瀬戸内の景色をお楽しみいただける
須磨浦山上遊園において、鉄道との連携を強化するなかで、行楽客のさらなる誘致に努めてまいり
ます。
　当社グループは、安全・安心を絶対条件とする交通事業者に課せられた社会的使命を果たしていくと
ともに、今後も様々な分野で積極果敢に挑戦し、山陽電鉄グループのさらなる発展に努めてまいる
所存であります。
　株主の皆さまにおかれましては、今後ともご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　平成28年 6月

代表取締役社長
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運輸業

トピックス

●新型車両6000系デビュー
　3000系の代替車両として6000系車両の新造工事を行いました。6000系は19年ぶりの新型車両となり、「環境
にやさしく、安全・快適な車内空間の提供」をコンセプトとしています。3000系車両と比べ、約40％の消費
エネルギーの削減をはかるほか、安全対策を考慮した設計、 4カ国 5言語表示ができる車内案内表示器の導入
などを行いました。

●ホーム・コンコース等のLED化工事の推進
　各駅ホーム・コンコース等に設置している蛍光灯や水銀灯の照明器具をLED照明に取り替える工事を行い
ました。従来の灯具に比べて大幅に消費電力が削減されるほか、ホーム・コンコース上における照度が増し、
安全性が向上しました。

●バリアフリー化工事を完成
　すべてのお客さまに安心してご利用いただけるよう、月見山駅
および山陽網干駅でのバリアフリー化工事を行いました。本工事
では既存のスロープを緩やかな勾配に変更するほか、プラットホーム
の舗装面をかさ上げする
ことによって、列車床面
との段差をできる限り少
なくしました。また、
多機能トイレの整備を行
うなど、駅施設のサービ
ス向上をはかりました。

□□□□□□□□□

月見山駅バリアフリー化工事
（スロープ勾配の変更）

山陽網干駅バリアフリー化工事
（多機能トイレの整備）

山陽明石駅LED化工事山陽垂水駅LED化工事

新型車両6000系

6000系車内

車内案内表示器 扉個別スイッチ(車外）扉個別スイッチ(車内)
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　山陽百貨店では、前期から取り組んで
きた売場増床を伴うリモデルを行いました。
海外有名化粧品ブランドをはじめとする
婦人雑貨の品揃えを充実させるほか、紳士
向け海外有名ブランドや人気婦人服ショップ
等を新たに導入し、他店との差別化をはかり
ました。

不動産業（分譲）

不動産業（賃貸）

レジャー・サービス業

　姫路市で分譲マンション「エスコート姫路 ザ・
レジデンス」の建設・販売を進めています。本
マンションは山陽姫路駅徒歩 9分に位置し、姫路市
中心部の利便性と良好な住環境を同時に享受できる
希少な立地です。姫路における当社初の分譲
マンション事業として、これまでに培ったノウハウ
を活かし、お客さまに満足いただける住まいをお届け
します。

　大阪市北区では、大阪梅田徒歩圏の賃貸マンション「エス・キュート梅田中崎町」を、
大阪市城東区では交通至便な立地の賃貸マンション「エス・キュート城東中央」を取得
しました。中長期的な収益基盤となるよう今後も賃貸事業の強化をはかってまいります。

トピックス

流通業
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●姫路初出店の人気ショップを多数導入

●分譲マンション「エスコート姫路 ザ・レジデンス」建設中

●都心・駅近の賃貸マンション取得により、　
　事業基盤の充実を推進

●鉄道事業と連携し、さらなる来園客の増加をはかる（須磨浦遊園(株)）

ブラックレーベル・クレストブリッジ

マッキントッシュロンドン

エス・キュート城東中央

ふんすいランド（ハムスターボール）

明石海峡大橋を望む

エスコート姫路　ザ・レジデンス

　瀬戸内を一望できる美しい景色が楽しめ、また、日本でも珍しい
乗り物「カーレーター」を運営している須磨浦山上遊園では、鉄道と
連携した企画乗車券「すまうらロープウェイお楽しみきっぷ」の
発売を行うほか、ご家族連れ
向けの各種イベントを開催
しました。今後も鉄道事業と
連携し、幅広いエリアからの
お客さま誘致に努めてまいり
ます。

ウ
け
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連結業績等の推移

連結決算の概要（要旨）

科　　　　　目 金　額

（ 資 産 の 部 ）
百万円

流 動 資 産 13,964

固 定 資 産 94,624

資 産 合 計 108,589

科　　　　　目 金　額

（ 負 債 の 部 ）
百万円

流 動 負 債 28,930

固 定 負 債 45,122

負 債 合 計 74,053

（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 32,007

その他の包括利益累計額 1,748

非 支 配 株 主 持 分 780

純 資 産 合 計 34,536

負 債 純 資 産 合 計 108,589

科　　　　　目 金　額

営 業 収 益 48,267
営 業 費 44,643

営 業 利 益 3,624

営 業 外 収 益 480

営 業 外 費 用 496

経 常 利 益 3,608

特 別 利 益 844

特 別 損 失 1,647

税金等調整前当期純利益 2,804

親会社株主に帰属する当期純利益 1,849

百万円

連結貸借対照表（平成28年 3 月31日現在） 連結損益計算書（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

区　　　　　　　　　分 第 1 2 4 期
平成24年度

第 1 2 5 期
平成25年度

第 1 2 6 期
平成26年度

第 1 2 7 期
平成27年度

営 業 収 益（百万円） 48,887 46,512 48,101 48,267 

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 1,619 2,018 1,928 1,849 

1 株 当 た り 当 期 純 利 益（円） 14.56 18.15 17.35 16.64 

1 株 当 た り 年 間 配 当 金（円） 4 4 5 5 

総 資 産 （百万円） 97,636 108,090 112,345 108,589 

グループの概要（平成28年 3 月31日現在）

主要な事業内容

連結対象会社
連結子会社17社

持分法適用関連会社 1社
●姫路再開発ビル㈱

事業の種類別セグメント 主要な事業内容
運 輸 業 鉄道事業、バス事業、タクシー業

流 通 業 百貨店業、売店業

不 動 産 業 不動産賃貸事業、不動産分譲事業

レ ジ ャ ー・サ ー ビ ス 業 索道事業、遊園事業、飲食業他

そ の 他 の 事 業 一般労働者派遣業、設備の保守・整備・工事業、ビル管理・営業管理業他

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

会社の概要（平成28年 3 月31日現在）

創 立　　明治40年 7 月 2 日（前身の兵庫電気軌道㈱）
設 立　　昭和 8年 6月 6日
資 本 金　　10,090,290,158円
発行済株式の総数　　111,652,992株
株 主 数　　8,542名
本 社　　神戸市長田区御屋敷通 3丁目 1番 1号
事 業 内 容
　⑴鉄道事業
　⑵付帯事業（索道事業、遊園事業、土地建物事業）
従 業 員 数　　連結　1,975名　　　単体　714名
T E L　　078-612-2032

役員の状況（平成28年 3 月31日現在）

●㈱山陽百貨店
●山商㈱
●山陽バス㈱
●㈱山陽アド
●㈱山陽フレンズ

●㈱日本ワークシステム
●大阪山陽タクシー㈱
●山陽タクシー㈱
●㈱舞子ホテル
●山電サービス㈱

●山電不動産㈱
●須磨浦遊園㈱
●㈱山電情報センター
●㈱山陽エージェンシー
●㈱山陽友の会

●山陽アメニティサービス㈱
●山陽デリバリーサービス㈱

代表取締役
社 長 上　門　一　裕
代表取締役
専務取締役 木　村　俊　紀

専務取締役 中　野　　　隆

常務取締役 吉　田　育　朗

常務取締役 荒　木　素　直

取 締 役 上　杉　雅　彦

取 締 役 坂　井　信　也

取 締 役 森　本　一　弘

取 締 役 米　田　真　一

取 締 役 金　谷　明　彦
常任監査役
（常勤） 守　屋　　　治
監 査 役
（常勤） 大　野　峰　雄

監 査 役 籔　本　信　裕

監 査 役 中　森　朝　明
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株主優待のご案内

株主メモ

株式についてのご案内

電車乗車券

1,000株 ～ 2,999株
3,000株 ～ 4,999株
5,000株 ～ 9,999株

10,000株 ～ 14,999株
15,000株 ～ 19,999株
20,000株 ～ 22,999株
23,000株 ～ 199,999株
200,000株 ～ 499,999株
500,000株 ～ 999,999株

1,000,000株以上

4枚
8枚
12枚
24枚
48枚
60枚

1枚
2枚
3枚
5枚

―

1冊

㊟1電車乗車券、電車・山陽バス共通乗車証の通用区間
電車乗車券は、西代駅以西の全線で、また、電車・山陽バス共通
乗車証は、電車は西代駅以西の全線で、山陽バスは以下の路線を除く
全線でご使用いただけます。
・明石市コミュニティバス路線 ・高速バス路線（有料道路路線を含む）

 2電車・山陽バス共通乗車証の名義
券面に「持参人ご１名」と表示しておりますので、株主さまご本人以外
の方でもご使用いただけます。

 3株主優待の有効期間
３月３１日現在の株主さまに贈呈する分は、６月１日から１１月３０日まで。
９月３０日現在の株主さまに贈呈する分は、１２月１日から５月３１日まで。

株主優待券

所有株式数

グループ・沿線施設株主優待券の冊子には、当社
グループ諸施設や当社沿線の観光施設などでご利用
いただける優待券をお付けしております。

グループ・
沿 線 施 設
株主優待券

4枚

電 車 ・
山 陽 バ ス
共通乗車証

※

　平成21年1月5日より実施された「株券電子化」に際して、証券会社を通じて証券保管振替機構（ほふり）にお預けでない株式に関する株主
さまの権利を保全するために開設された口座をいいます。　
　なお、特別口座に記録された株式に関しましては、配当金や株主優待をお受取りいただくことはできますが、証券市場においてご所有株式
を売却できませんので、ご本人名義の証券会社等の口座への振替えをご検討くださいますよう、お願い申しあげます。詳細なお手続に関しま
しては、10ページをご参照のうえお問い合わせください。

※特別口座とは？

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社 

郵便物送付先 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

定時株主総会 毎年6月開催（基準日は毎年3月31日）

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（平成28年7月31日まで）
三井住友信託銀行株式会社（平成28年8月1日以降）

特別口座の口座管理機関

電子公告掲載の
ホームページアドレス

公 告 方 法 電子公告（但し、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、
神戸市において発行する神戸新聞に掲載）

http://www.sanyo-railway.co.jp/company/koukoku.html

単元未満株式（1,000株未満の株式）をご所有の株主さまへ

特別口座の口座管理機関変更のお知らせ

ご所有株式のうち、単元未満株式につきましては、次のいずれかを利用して整理していただくことができます。

当社に対して、単元株式（1,000株）に不足する株式数
の市場価格による売り渡しを請求し、ご所有の単元
未満株式と合わせて、1,000株にすることができます。

単元未満株式の買増制度

当社に対して、ご所有の単元未満株式の市場価格
による買取りを請求することができます。

単元未満株式の買取制度

買増・買取制度の例

ご所有株式
600株

買い増して単元株式
（1,000株）にしたい

処分（売却）したい
売却代金のお受取り

単元株式1,000株
株主優待を贈呈いたします

株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社へお申し出ください。未受領配当金の支払のお手続

400株買増

600株

証券会社の口座で
管理されている株主さま

特別口座の株主さま　

お取引証券会社（別途手数料が必要となる場合があります。）

三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部（平成28年7月31日まで）
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部（平成28年8月1日以降）

買増請求・買取請求に関する手続のお申し出先

当社では、平成28年8月1日をもって、特別口座の口座管理機関を下記のとおり変更いたします。

（単元未満株式）

買増請求

買取請求

当社が買取り （600株×市場価格）

今回の特別口座の口座管理機関の変更について、株主さまに手続を行っていただく必要はございません。

平成28年7月31日まで 平成28年8月1日以降
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒541-8502 
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
テレホンセンター（通話料無料）  0120-094-777

三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番１号
（郵便物送付先）
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
フリーダイヤル  0120-782-031

株
式
に
つ
い
て
の
ご
案
内



山陽電気鉄道株式会社
〒653-0843 神戸市長田区御屋敷通3丁目1番1号
http://www.sanyo-railway.co.jp/

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。


